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学
の
真
理
性
、
あ
る
い
は
教
育
、
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
の
評
価
は
、
相
当
の
年
月
を
経
て
定
ま
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で

科
学
、
文
化
、
教
育
等
の
あ
り
方
は
、
歴
史
的
試
練
に
堪
え
る
も
の
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
学
が
創
立
以
来
八
○
年
の
歴
史
と

伝
統
を
踏
み
固
め
て
き
た
と
い
う
事
実
は
、
そ
れ
自
体
本
学
の
存
立
の
杜
会
的
意
義
を
示
す
も
の
に
・
ほ
か
な
ら
な
い
。
本
学
は
、
こ

れ
ま
で
に
政
界
、
財
界
に
お
い
て
、
ま
た
官
公
庁
、
民
問
企
業
に
お
い
て
、
そ
の
ほ
か
各
方
面
で
活
躍
す
る
一
四
万
一
〇
〇
〇
余
名

の
卒
業
生
を
世
に
送
り
出
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
問
人
文
科
学
、
杜
会
科
学
な
ら
び
に
自
然
科
学
の
諸
領
域
に
わ
た
っ
て
、
少

な
か
ら
ぬ
学
術
研
究
上
の
貢
献
を
し
て
き
た
。
本
学
経
済
学
部
は
、
こ
の
よ
う
な
本
学
発
展
の
重
要
た
一
翼
を
に
た
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
記
念
論
文
集
は
、
経
済
学
都
が
本
学
創
立
八
○
周
年
を
祝
福
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
を
画
期
と
し
て
二
一
世

紀
へ
向
げ
て
の
新
た
た
船
出
を
期
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
学
経
済
学
部
の
生
誕
は
、
明
治
三
六
年
、
す
な
わ
ち
、
一
九
〇
三
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
同
年
公
布
さ
れ
た
専
門
学
校
令
に
基
づ

き
、
そ
れ
ま
で
の
京
都
法
政
学
校
は
京
都
法
政
専
門
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
、
法
律
科
、
行
政
科
と
併
せ
、
経
済
科
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
れ
が
、
本
学
経
済
学
部
の
前
身
で
あ
る
。
そ
の
後
経
済
学
部
は
、
本
学
の
他
の
学
部
と
同
じ
よ
う
に
戦
前
、
戦
中
の
時
代
の
波
に
、

も
ま
れ
、
ま
た
幾
多
の
学
制
改
革
を
経
て
、
戦
後
一
九
四
九
年
に
新
制
大
学
の
経
済
学
部
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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来
、
末
川
博
総
長
の
も
と
に
確
立
さ
れ
た
憲
法
お
よ
び
教
育
基
本
法
に
そ
う
平
和
と
民
主
主
義
を
教
学
の
理
念
と
し
、
ま
た
学
園
内

外
か
ら
有
為
の
人
材
を
迎
え
て
教
授
陣
を
充
実
し
、
質
・
量
と
も
に
本
学
の
中
枢
学
部
と
し
て
成
長
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
一
九
五
三
年
に
経
済
学
科
、
経
営
学
科
の
二
学
科
を
設
置
し
た
経
済
学
部
は
、
六
二
年
に
経
営
学
部
を
分
離
独
立
さ
せ
、

そ
れ
と
併
行
し
て
五
〇
年
に
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
、
ま
た
六
四
年
に
は
同
博
士
課
程
を
開
設
し
て
、
学
部
教
学
と
あ
わ

せ
研
究
者
養
成
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　
こ
の
間
、
本
学
経
済
学
部
は
、
そ
の
主
要
な
教
育
、
研
究
の
対
象
で
あ
る
経
済
学
が
諸
杜
会
科
学
の
基
礎
的
分
野
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
学
に
お
げ
る
他
の
学
部
な
い
し
他
の
学
間
領
域
の
発
展
に
少
た
か
ら
ぬ
寄
与
を
し
、
ま
た
部
門
に
よ
っ
て
は
広
く
わ
が
国
の

経
済
学
界
に
お
い
て
高
い
研
究
水
準
を
示
し
、
あ
る
い
は
先
駆
的
な
共
同
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
と
り
わ
げ
一
九
六

〇
年
代
後
半
か
ら
、
国
際
的
に
も
国
内
的
に
も
経
済
の
現
実
の
動
き
の
ヰ
に
複
雑
、
多
様
な
状
況
が
現
出
し
、
経
済
学
の
新
た
な
発

展
へ
の
期
待
、
し
た
が
っ
て
ま
た
本
学
経
済
学
部
へ
の
期
待
も
、
ま
す
ま
す
た
か
ま
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
資
本

主
義
経
済
と
杜
会
主
義
経
済
と
の
間
の
東
西
間
題
に
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
制
内
に
お
げ
る
諸
矛
盾
の
激
化
、
先
進
工
業
国
と
発

展
途
上
国
と
の
間
の
南
北
間
題
の
石
油
危
機
を
契
機
と
す
る
深
刻
化
は
、
既
存
の
経
済
学
理
論
、
す
な
わ
ち
近
代
経
済
学
、
マ
ル
ク

ス
主
義
経
済
学
と
い
う
枠
を
越
え
た
新
た
な
展
開
を
要
請
す
る
も
の
と
言
わ
な
げ
れ
ば
た
ら
な
い
。

　
本
学
八
○
年
の
歴
史
、
そ
れ
と
ほ
ぽ
同
じ
歩
み
を
続
げ
て
き
た
経
済
学
部
は
、
一
方
で
過
去
に
大
き
な
足
跡
を
残
す
と
と
も
に
、

他
方
で
将
来
に
わ
た
っ
て
解
決
す
べ
き
重
い
教
育
、
研
究
上
の
課
題
に
当
面
し
て
い
る
。
本
論
文
集
が
刊
行
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
こ

れ
ま
で
経
済
学
部
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
諸
先
達
に
心
か
ら
謝
意
を
捧
げ
、
ま
た
今
後
経
済
学
部
が
教
職
員
、
学
生
の
協
カ
に
よ
っ

て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
、
新
た
な
飛
翔
を
さ
れ
る
よ
う
切
に
念
願
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
一
九
八
一
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